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VERITAS Volume Manager™ Release Notes

本書では、 VxVM® （VERITAS Volume Manager™） リ リース 3.1.1 のリ リース情報を提供
します。 この リ リースには、VMSA （VERITAS Volume Manager Storage Administrator™） リ
リース 3.1.1のグラフ ィカル ユーザ インタフェースが含まれています。

注注注注 パッケージをインス トールする前に、 本書を最後までお読みください。

本書の構成本書の構成本書の構成本書の構成

本書は以下の項目で構成されます。

◆ 問い合わせ先

◆ 表記規則

◆ ディ スク  グループ バージ ョ ンのアップグレード

◆ ソフ ト ウェア パッチに関する重要な情報

◆ 新しい機能

◆ サポートが終了した製品

◆ VMSA

◆ VxVM 3.1.1におけるソフ ト ウェアの修正と拡張機能

◆ VxVM 3.1.1におけるソフ ト ウェアの制限と問題

◆ VMSA リ リース 3.1.1におけるソフ ト ウェアの制限と問題

◆ ルート  ディ スクのカプセル化と ミ ラー化

◆ DMPデバイスからの起動

◆ VxVM とマルチホス ト  フェイルオーバー設定

◆ 付属マニュアル
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問い合わせ先
問い合わせ先問い合わせ先問い合わせ先問い合わせ先

国際カスタマ サポートの最新情報については、 『VERITAS Volume Manager Read This First
（ リ リース  3.1.1 日本語版） 』 を参照して ください。 Read This First （VERITAS パーツ番号
32-000058-011） はマニュアルのセッ ト に含まれており、 最新の問い合わせ先のほか、 重
要な更新情報が収録されています。 

表記規則表記規則表記規則表記規則

以下の表は、 本書で使用している表記規則を示したものです。

表記表記表記表記  用途用途用途用途 例例例例

固定幅フォント コンピュータによる出力、ファ イ
ル、 ディ レ ク ト リ 、 コマン ド  オ
プシ ョ ンなどのソ フ ト ウ ェア構
成要素、関数名、およびパラ メー
タ

/etc/vx/tunefstab フ ァ イルから
チューニング可能パラ メータを読み取
り ます。

詳細については、 ls(1) マニュアル 
ページを参照してください。

固定幅フォント固定幅フォント固定幅フォント固定幅フォント
（太字太字太字太字）

ユーザによる入力 # mount -F vxfs /h/filesys

斜体 ユーザが値を入力する必要があ
る変数

変数 ncsize は、 ...の値を決定します。

 

記号記号記号記号 用途用途用途用途 例例例例

% C シェル プロンプ ト

$ Bourne/Korn シェル プロンプ ト

# スーパーユーザ プロンプ ト
（全シェル）

\
次の行へ続けて入力します。ユー
ザがこの文字を入力する必要は
あ り ません。

# mount -F vxfs \ 
/h/filesys

 [ ] コマン ド内で使用される角かっ
こ は、 オプシ ョ ン引数を示 し
ます。

ls [ -a ] 

 | コマンド内で使用される縦棒は、
相互に排他的な引数を区切 り
ます。

 mount [ suid | nosuid ]
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ディスク  グループ バージョ ンのアップグレード
ディスクディスクディスクディスク  グループグループグループグループ バージ ョ ンのアップグレードバージ ョ ンのアップグレードバージ ョ ンのアップグレードバージ ョ ンのアップグレード

すべてのディ ス ク  グループには、 それぞれバージ ョ ン番号が関連付けられています。
VxVM の各リ リースでは特定のディ ス ク  グループ バージ ョ ンがサポート されているた
め、 該当するバージ ョ ンのディ スク  グループ上にあるタスクをインポート し、 実行する
こ とができます。新しい機能およびタスクの一部は、現在のバージ ョ ンのディ スク  グルー
プでのみ実行できます。 これらのタスクを実行するには、 事前に既存のディ スク  グルー
プをアップグレードする必要があ り ます。VxVMの各リ リースに対応するディ スク  グルー
プ バージ ョ ンを以下の表に示します。

ディ スク  グループ バージ ョ ンを一覧表示するには、ディ スク  グループ名を指定して以下
のコマンドを実行します。

# vxdg list disk_group_name

vxprint(1M)コマンドをフォーマッ ト  オプシ ョ ン-lを指定して実行するこ とによって、
ディ スク  グループ バージ ョ ンを特定するこ と もできます。

VxVMはディ スク  グループを、現在実行中の VxVM リ リースでサポート されている最上
位バージ ョ ンにアップグレード します。ディ スク  グループをアップグレードするには、以
下のコマンドを使用します。

# vxdg -T version upgrade disk_group_name 

VxVM リ リースリ リースリ リースリ リース ディスクディスクディスクディスク  グループグループグループグループ 
バージョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン

サポート されているディスクサポート されているディスクサポート されているディスクサポート されているディスク  グループグループグループグループ 
バージョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン

1.2 10 10

1.3 15 15

2.0 20 20

2.2 30 30

2.3 40 40

2.5 50 50

3.0 60 20-40、 60

3.1 70 20-70

3.1.1 80 20-80
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ソフ トウェア パッチに関する重要な情報
ソフ トウェアソフ トウェアソフ トウェアソフ トウェア パッチに関する重要な情報パッチに関する重要な情報パッチに関する重要な情報パッチに関する重要な情報

VxVM 3.1.1 をインス トールする前に、 『VERITAS Volume Manager マニュアルの追加情報
（リ リース  3.1.1)』 の 「インス トールの前に : ソフ ト ウェア パッチに関する重要な情報」 を
参照して ください。 

注注注注 この追加情報には、 VERITAS Volume Manager をインス トールして使用する前に必
要なソフ ト ウェア パッチの情報が収録されています。

代替パス機能 （代替パス機能 （代替パス機能 （代替パス機能 （Alternate Pathing） との共存） との共存） との共存） との共存

VxVMのこの リ リースから、 DMPは Sunの AP （代替パス機能 : Alternate Pathing） ド ラ イ
バ 2.3.1 と共存します。VxVMが動作するには、DMP ド ラ イバが常にシステムに存在する
必要があ り ます。VxVM をこのバージ ョ ンにアップグレードする と、DMPは下位バージ ョ
ンで無効であっても、 このバージ ョ ンでは自動的に有効にな り ます。 この リ リースの
VERITAS Volume Manager をアップグレードする前に、 AP を 2.3.1 にアップグレード し、
さ らに Solarisのパッチ 110722-01 をインス トールする必要があ り ます。

注注注注 このパッチは、DMP が AP 2.3.1 と共存するために必要です。VxVM 3.1.1は、AP に
ついては下位バージ ョ ンをサポート しませんが、Solarisについては2.6以降をサポー
ト します。

Solaris のアップグレードに関する特別なガイドラインのアップグレードに関する特別なガイドラインのアップグレードに関する特別なガイドラインのアップグレードに関する特別なガイドライン

Solaris 2.6、 7、 8 のいずれかにアップグレード するために upgrade_start スク リ プト を
実行している場合は、 upgrade_finish を実行する前に次の最新バージ ョ ンのパッチが
あるこ とを確認して ください。

Solaris 2.6:  105223   105357   105375

Solaris 7:    106541   107473   106542

Solaris 8:    109529

SparcStorage Array (SSA) をホス ト  システムに接続してあるか、 接続する予定がある場合
のみ、 上記の Sun Microsystems 社のパッチ 105223 が必要とな り ます
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新しい機能
新しい機能新しい機能新しい機能新しい機能

VxVM 3.1.1の新しい機能は以下の通 りです。

DMP
◆ AP ド ラ イバが VERITAS Volume Manager と共存する

VxVM 3.1.1 から、 DMP は Sun の AP ソ リ ューシ ョ ン 2.3.1 および Solaris のパッチ
110722-01 と共存します （VxVM 3.1.1は下位バージ ョ ンの AP をサポート しません）。

さ らに、 VxVM 3.1.1以降のリ リースでは、 VxVM が動作するために vxdmp ド ラ イバ
が常にシステムに存在する必要があ り ます。VxVM をこのバージ ョ ンにアップグレー
ドする と、 DMP は下位バージ ョ ンで無効であっても、 このバージ ョ ンでは有効にな
り ます。

システムで使用するバージ ョ ンが AP 2.3.1 よ り前の場合またはシステムが Solaris の
パッチ 110722-01 を適用していない場合、VxVM 3.1.1のインス トールまたはアップグ
レードは中断します。APの最新バージ ョ ンについては、Sun Microsystems社のマニュ
アルを参照して ください。

◆ SENAデバイスのサポート

VxVM のインス トール時またはアップグレード時に必要なラ イブラ リがシステムに
存在する場合のみ、 SENA タイプ下の VxVM （DMP） によって A5x00 ディ スク  アレ
イが要求されます。

VxVM を正し く インス トールするには、 Solaris 2.6、 7、 8 に対応するパッチをインス
トールしておく要があ り ます。 対応するパッチは以下の通 りです。

Solaris 8 - 109529-04 以降
Solaris 7 - 107473-07 以降
Solaris 6 - 105375-20以降

詳細については、 『VERITAS Volume Manager マニュアルの追加情報』 の 「インス トー
ルの前に : ソフ ト ウェア パッチに関する重要な情報」 を参照して ください。 
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サポートが終了した製品
サポートが終了した製品サポートが終了した製品サポートが終了した製品サポートが終了した製品

以下のソフ ト ウェアはサポート を終了させていただきました。

◆ VERITAS Volume Manager リ リース 1.3.x

◆ VERITAS Visual Administrator リ リース 1.3.x

◆ VERITAS Volume Manager リ リース 2.0.x

◆ VERITAS Volume Manager リ リース 2.1.x

◆ VERITAS Volume Manager リ リース 2.2.x

◆ VERITAS Volume Manager リ リース 2.3.x

◆ VERITAS Volume Manager リ リース 2.4.x

◆ Solaris 2.3 オペレーティング システム

◆ Solaris 2.4 オペレーティング システム

◆ Solaris 2.5および 2.5.1 オペレーティング システム

◆ 以下の Sun-4c製品は、 VxVMでは現在サポート されていません。

- SPARCstation 1

- SPARCstation 1+

- SPARCstation 2

- SPARCstation IPC

- SPARCstation IPX

- SPARCstation SLC

VxVMでは、 以下のソフ ト ウェアは利用できなくな り ました。

◆ Volume Manager Visual Administrator （VxVA）

注注注注 VxVM 3.2のリ リースによって、 VxVM 2.5はサポート対象外となる予定です。
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VMSA
VMSA
VMSA はサーバと ク ラ イアン ト から構成されます。 VMSA ク ラ イアン トは、 JRE （Java
Runtime Environment） 1.1 の実行環境 （Solaris または Windows） をサポートするマシン上
で実行できます。

注注注注 このバージ ョ ンの VxVM は、 VMSA バージ ョ ン 3.1.1 のみをサポート します。 旧
バージ ョ ンの VMSA を使用している場合は、 VMSAバージ ョ ン 3.1.1 をインス トー
ルする必要があ り ます。

この リ リースの VxVMおよび VMSAは、サポートする以下のオペレーティング システム
でテス ト済みです。

◆ Solaris 2.6

◆ Solaris 7

◆ Solaris 8

VMSA サーバおよびク ライアン トは、 Solaris リ リース 2.6以降でテス ト済みです。 また、
VMSA ク ラ イアン トはWindows NT、 Windows 2000、 Windows 98およびWindows 95でテ
ス ト済みです。

注注注注 VMSA 3.1.1 GUI ク ラ イアン トは、 下位バージ ョ ンの VMSA サーバとは互換性があ
り ません。 VMSA 3.1.1のインス トール時には、 VMSA サーバおよび VMSA GUI ク
ライアン ト を共に更新する必要があ り ます。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの修正と拡張機能
VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの修正と拡張機能におけるソフ トウェアの修正と拡張機能におけるソフ トウェアの修正と拡張機能におけるソフ トウェアの修正と拡張機能

3.1.1のリ リースでは以下の問題が解決されています。 以前のリ リースの VxVM で対応済
みの障害については、 該当する Release Notes を参照して ください。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

27634 unroot 処理の際、 VxVM はまず一致する既存のパーティシ ョ ンを検索しま
す。 一致するものが検出されない場合、 VxVM は事前に定義された順序に
基づいて新しいパーティシ ョ ンを作成します。

VxVM にはカプセル化前のパーティシ ョ ン情報が保存されているため、 ス
ラ イス番号一覧を再配置するための新しい関数 build_sliceno() が作
成されました。 これを利用して、 vxunroot.sh はスライスをカプセル化
前の状態に戻そ う と します。

27635 Solaris 2.6 は、 デフォルトのパーティシ ョ ン設定によ り、 /export/home
ス ラ イ ス を明示的にタ グを設定した状態で作成し ます。 し たがって、
vxunrootではユーザに再作成させるよ り も、unroot処理中にそのパーティ
シ ョ ンを再作成するほ うが便利です。

32100 DMP が、 vxconfigdの起動時にデータベースを使用しています。

32600 作成済みのボ リ ューム上にファイル システムを作成する と、VMSAは処理
を完了できずに、 以下のエラーが表示されます。
mount:/dev/vx/dsk/rootdg/vol02 is not this fstype.

39490 プレ ッ ク スをボ リ ュームに追加する際、 その追加したプレ ッ ク スがボ
リ ュームよ り も小さいため、ボ リ ュームを正し く ミ ラー化できない場合も、
エラー メ ッセージが表示されません。

41046 Solaris 8 システムでルート  ディ スクを ミ ラー化する と、 システム障害が発
生します。

41144 VMSA または vxassistで RAID-5ボ リ ュームの再レイアウ ト時にエラー
が発生しても、 エラー メ ッセージが表示されません。

43620 代替パス  データベース （Alternate Pathing Database） のパーテ ィ シ ョ ンが
ディ スク上で回復しません。

44662 vxassist を使用して 「gen」 タイプのボ リ ュームを作成する と、 VMSAでは
ボ リ ュームのサイズを変更できな くな り ます。 「gen」 タイプのボ リ ューム
のサイズを変更しよ う とする と、 VMSAから警告が表示されます。

44951 ク ラ スタ内の別のノード上にインポート されたディ ス ク  グループの共有
ディ スクで vxdisksetupの実行を防止するこ とはできません。

45146 サブボ リ ューム内にミ ラーを持たない階層化ボ リ ュームを正し く処理でき
なかったため、 vxassistでコア ダンプが発生しました。

45678 Photon 98 のライセンスしかインス トールされていないSunホス トで、RAID5
ボ リ ュームのディスク と して Photon以外のド ライブを使用できます。

45769 vxtrace を使用している と き、 Solaris 7 システムに障害が発生しました。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの修正と拡張機能
45970 DMP が無効の場合、 vxdisk list コマンドで一部のデバイスが表示され
ませんでした。

46098 VMSAでは、ブロ ッ クサイズ 4096の ufs ファ イル システムを作成するこ と
ができました。 Sun4u システムは、 このオプシ ョ ンをサポート していませ
ん。 それにもかかわらず、 VMSAではこのオプシ ョ ンを Sun4u システムに
も提供しました。 Sun4u システムを使用している場合は、 ファ イル システ
ムのブロ ッ クサイズに 4096 を選択しないでください

47011 vxrelayoutが正し く機能していません。

47075 DMP には、 基礎と なるデバイス  ド ラ イバとの情報交換に問題があ り ま
した。

47329 終了ボタンを ConnectHostDialogに追加していました。

47338 ファ イル システムの存在するボ リ ュームの縮小処理時に、VMSAから警告
メ ッセージが表示されません。

47374 ［VMSA Host］ アイコンを使用して、 ユーザのド メ イン外のホス ト でセッ
シ ョ ンを取得する と、 エラーが発生します。

47375 VMSA Relayoutオプシ ョ ンを使用して、2col-stripe-proボ リ ュームを RAID5
レイアウ トに再レイアウ トする と、 正し く機能しませんでした。

47609 アップグレード時、Solarisのバージ ョ ンを選択するプロンプ トで誤って「y」
または 「n」 を入力する と、 pkgadd関数が途中で終了します。

47736 VMSA の [ ホス トへ接続 ] ダイアログを取り消しても、 VMSA は取り消さ
れません。 現在の接続だけが取り消されます。 その結果、 VMSAはホス ト
と接続していない状態で実行を続けているこ とがあ り ます。

47866 VMSA に対して、 ホス ト を接続した後 VMSA を終了し、 再び VMSA を実
行して新しいホス トに接続しよ う と しても、 前の終了時にユーザ設定が保
存されたため、 自動展開されません。

47927 VMSA は、 エンク ロージャ名 （ENCLR_NAME） に行われた変更を反映し
ません。エンク ロージャ名がコン ト ローラ  テーブルで変更されなかったた
めに問題が発生します。

48041 /etc/system ファ イルには追加行が含まれていました。 これは、 アップ
グレード前の forceloadエン ト リの一覧であ り、 アップグレード後のものと
は異なり ます。 set vxio:vol_rootdev_is_volume=1および
rootdev:/pseudo/vxio@0:0に重複エン ト リがあ り ます。

48051 /usr ディ レク ト リへのシンボ リ ッ ク  リ ンクによって混乱が生じたため、
削除されました。

48055 VMSA ク ラス  ファ イルは 0555のアクセス権を持っていましたが、 0444 に
変更されました。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの修正と拡張機能
48469 デバイス  ツ リーを移動する と き、 VxVMは ddi-get-nameルーチンを使用し
てノード名を取得します。 それを利用して、 バインド名が返されていまし
た。 したがって、 ノードが存在しても ド ラ イバがインス トールされていな
い場合 （すなわち、 ノードがバインド されていない場合）、 ddi_get_nameは
NULL を返すため、 システム障害が発生しました。

48757 VMSAは、 別のホス トが所有するロ ッ ク されたディ スクを検出できません
でした。

48784 VMSA を使用して大きなディ スク  グループを作成する と、エラーが発生し
ました。

48785 Solaris 8 の場合、 ブート後に、
「grep:can’t open /etc/vx/reconfig.d/saveconf.d/etc/dumpadm.out.orig」 と い う エ
ラー メ ッセージが表示されました。

49123 VMSA を使用して ミ ラーをボ リ ュームに追加する と、 「保護されたデバイ
スを使用している」 とい う メ ッセージが表示されました。 VMSAはその後
prevent rule をオーバーライ ドする （-o override） ためのメ ッセージを
表示しました。 [Yes] を選択してオーバーライ ド しよ う と しても、 VMSA
はルールをオーバーライ ド しませんでした。

49796 VxVMがcpuご とに予約すべきカーネル メモ リ を計算する基礎と して_ncpu
を使用したため、 起動中にカーネル メモ リが消費されすぎて、深刻なメモ
リの断片化が発生しました。

49871 pkgrm ユーティ リ ティは、 /opt/VRTSvxvm ディ レク ト リ とそのファイル
を完全に削除しませんでした。

50434 アップグレード時に、VRTSvxvmのインス トールは正常に実行されますが、
同時に、 重複したディ レク ト リ  パスも作成されました。 該当する 2 つの
ディ レク ト リは、正しいファイルが含まれる /opt/VRTSvxvm と、 重複し
た空のディ レク ト リ /opt/opt/VRTSvxvmです。

50659 ファ イル システムでラージファイルが無効な場合、vxresizeユーティ リ
ティが失敗しました。

51279 VMSA では、 mkfs のオプシ ョ ン ダイアログで mkfs -o largefiles オ
プシ ョ ンを提供しています。

52609 後続するエラー処理が頻繁に発生する場合、 それが原因となってデバイス
が NULLになる状態が生じました。

52766 Solaris 8 上で Quick Log をマウン トする と、 VMSA による /etc/vfstab
の更新が正し く行われませんでした。

52861 VxVM が A5200 アレイに接続されたシステムで、98 ラ イセンスしか存在し
ない場合、 vxrelayoutが失敗しました。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの修正と拡張機能
52919 VRTSvmsa パッケージは、 パッケージ管理の SVID ルールの更新を正し く
行っていませんでした。 スク リプ ト /etc/rc2.d/S96vmsa-startup が
正し く登録されていなかったために、 /etc/init.d/vmsa_serverから
/etc/rc2.d/S96vmsa_serverへのリ ンクが存在しませんでした。

53028 ファ イル システムに対する VMSA maxgrow オプシ ョ ンが正し く機能しま
せんでした。

53577 ユーザがミ ラー化されたルート を持ち、 別のプレッ クス （すなわち、 現在
起動されているものとは異なるプレッ クス） から起動される と、 dmp ノー
ド一覧が変更されました。

54671 vmsa_server スク リプ トの文字列評価構文が不正でした。
if [ $ARCH = "sparc" -a $OSREL -gt "5.5.1" ];
-gtが >に置き換わり ました。

55369 信頼されていない Java ク ラスが許可されていないクラスを呼び出すこ とを
防止するために、VMSAが使用する Java Runtime Environmentが 1.1.8_12 に
更新されました。

55638 VMSA を使用してボ リ ュームのレイアウ ト を変更する と、 カラム数が変更
されました （カラムが影響を受けるべきではあ り ませんでした）。

57184 アップグレード後のシステム上に、 2種類の vxdmpadmin ファ イルが存在
していました。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題におけるソフ トウェアの制限と問題におけるソフ トウェアの制限と問題におけるソフ トウェアの制限と問題

この リ リースの VxVMには、 以下の問題があ り ます。

ファームウェアのアップグレードファームウェアのアップグレードファームウェアのアップグレードファームウェアのアップグレード

SUN Bug I.D. 4164338への対処

ディ ス ク  コン ト ローラのファームウェアをアップグレードする場合は、 システムを再起
動して、 VxVM カーネル内のド ライバ （vxdmp、 vxioおよび vxspec） をアンロード しな く
ても、 RAID ミ ラー構成内のディ スクに対するファームウェアのアップグレード時にデー
タを利用するこ とができます。 この手順の概要は以下の通 りです。

システムに DMP がインス トールされている場合は、 以下の手順で設定します。

システムにはコン ト ローラにまたがる ミ ラー ボ リ ュームがあ り、 DMP が有効である と し
ます。

1. ディ スク  デバイスに関連付けられたプレッ クスを無効にします。

# /usr/sbin/vxplex  -g dg_name det plex_name

2. 以下のコマンドを実行して、 指定した HBA を使用するすべてのディ スクに対する入
出力を停止します。

# /usr/sbin/vxdmpadm disable ctlr=1st_cntlr_name

デバイスの最後のコン ト ローラに対しては以下のコマンドを実行します。

# /usr/sbin/vxdmpadm -f disable ctlr=2nd_cntlr_name

3. cntlr を無効にしたディ スク上のファームウェアをアップロード します。

# ./download

4. アップロードが終了したら、以下のコマンドを実行してすべてのコン ト ローラを有効
にします。

# /usr/sbin/vxdmpadm enable ctlr=2nd_cntlr_name

5. デバイスに関連付けられたプレッ クスを有効にします。
# /usr/sbin/vxplex  -g dg_name att Volume_name plex_name

このコマンドはミ ラー セッ トのサイズによっては時間がかかるこ とがあ り ます。

6. ディ スク  グループをアップグレード します。

# vxdg -T version upgrade diskgroupname 

このコマンドはミ ラー セッ トのサイズによっては時間がかかるこ とがあ り ます。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
Fast Resync

インストールの問題インストールの問題インストールの問題インストールの問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

47485 fsgen タイプのボ リ ュームは、 入出力中に、 vxplex det plex-nameの
操作によってプレッ クスを切り離そ う と した場合、 Fast Resync が有効に
なり ません。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

なし この リ リースの VxVMは、バージ ョ ン 2.3.1の Sunの AP ド ラ イバとのみ
共存します。下位バージ ョ ンの APがシステムに存在する と、VxVM 3.1.1
はインス トールされません。VxVM 3.1.1 と AP を共存させるには、Solaris
のパッチ 110722-01 を適用する必要があ り ます。

なし ディ スク上のデータを退避した後で、 ディ スク  グループから VM ディ ス
クを削除してください。 ディ スクから VM メ タデータ  パーティシ ョ ンを
削除するこ とによって、 ディ スクを VxVM の管理下から完全に削除する
こ とができます。以下のVM下位コマンドvxdiskunsetupを使用します。

# /usr/lib/vxvm/bin/vxdiskunsetup c#t#d#s2

このコマンドはディ スクを完全に VxVM の管理下から削除してしま うた
め、 VxVM の使用に熟練したシステム管理者だけが慎重に使用する必要
があるこ とに注意してください。

なし 以前に VxVM の管理下で使用していたディ スクの初期化を行 う場合は注
意が必要です。以前に VxVMの管理下にあったディ スクが同じホス ト  シ
ステム上で使用されていた場合、 アンインス トール操作が適切に実行さ
れていないと、 それらのディ スク  グループがインス トール処理中に自動
的にインポート されます。 以前に VxVM の管理下にあったディ スクをイ
ンス トール中に初期化またはカプセル化する とエラーにな り ます。 これ
らのデ ィ ス ク  グループを使用しない場合は、 イ ン ス ト ール後に
vxdg(1M) コマンドの破棄オプシ ョ ンを使用して、 ディ スク  グループを
削除してください。 また、 vxdiskunsetup(1M) を使用する と、 ディ ス
クを VxVM の管理下から削除できます。 これらのオプシ ョ ンを正し く使
用しないと、 データが失われる恐れがあるこ とに注意してください。

56615 vxinstallがライセンス情報を要求していないため、システムを再起動
する と き、 「No valid license」 メ ッセージが表示されました。

56617 vxinstall メニューのオプシ ョ ン 3
（Prevent multipathing/Suppress devices from VxVM’s view）
が選択されても、他の変更が行われていない場合、ユーザに対してシステ
ムの停止または再起動を選択するためのプロンプトがまだ表示されます。
VERITAS Volume Manager Release Notes 13



VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
アップグレードの問題アップグレードの問題アップグレードの問題アップグレードの問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

なし Sun Enterprise Server Alternate Pathing などのサードパーティ製のマルチパ
ス  ソ フ ト ウ ェアを使用している場合は、 『VERITAS Volume Manager
Installation Guide』 のアップグレードに関する手順の他に、 以下の手順を
行ってください。

upgrade_start スク リプ トの完了後、/etc/shutdown を使用する
などしてシステムを再起動する前に、サードパーティ  ソフ ト ウェアの
マルチパス  アップグレードの設定を解除してから、 VERITAS のアッ
プグレード手順を続行する必要があ り ます。

Solarisおよびサードパーティ  ソフ ト ウェアのマルチパス アップグレード
の設定解除が完了したら、 VERITAS のアップグレード手順に戻ってくだ
さい。

なし upgrade_start スク リプ ト を実行した時点で /etc/vfstab に指定さ
れているスワ ップ ボ リ ュームがミ ラー化される と、upgrade_finish ス
ク リプ トによってボ リ ュームの再同期化処理が開始されます。 このと き、
システムを再起動するコマンドが発行される と、 以下のよ うなメ ッセー
ジが表示されるこ とがあ り ます。

xvm:vxvol:tutil0 field for plex plex_name changed 
unexpectedly

このメ ッセージは無視してかまいません。

なし ルート  ファ イル システムが ミ ラー ボ リ ューム上に含まれるよ うなシス
テムでは、 upgrade_start スク リプ トは、 アップグレードを実行する
ために通常のブート  ディ スクではなくディ スク上のミ ラーを選択するこ
とがあ り ます。 この場合、 upgrade_finishの実行後の初回の再起動に
失敗し、 ブート  ディ スク上のミ ラーが無効である とい う内容のメ ッセー
ジが表示されるこ とがあ り ます。

vxvm:vxconfigd:Error:System boot disk does not have

a valid rootvol plex.Please boot from one of the 
following disks:

 

disk:*diskname*Device:*device*
      ...

vxvm:vxconfigd:Error:System startup failed

The system is down.

名前が設定されたディ スクからシステムを起動します。eepromオプシ ョ
ン use-nvramrc? に true が設定されている場合、 vx-diskname を指
定して、 システムを起動します。

57844 3.1 から 3.1.1 にアップグレード中に作成されたディ レク ト リには、
VXVM3.1-UPGRADEではなく、VXVM3.0-UPGRADEが設定されています。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
ユーティ リテ ィの問題ユーティ リテ ィの問題ユーティ リテ ィの問題ユーティ リテ ィの問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号  説明説明説明説明

6154 vxassist には、 ユーザが最初にシステムの有効スワ ップ領域を縮小せ
ずに、swap ボ リ ュームを縮小してしま う こ とを回避する機能が組み込ま
れていません。swap ボ リ ュームを縮小する必要がある場合は、vxassist
をシングル ユーザ モードで実行し、 直ちにシステムを リブートする必要
があ り ます。 このよ うな予防措置を と らない場合は、 システムが予期し
ない動作をしたり、 ロ ッ ク されるこ とがあ り ます。

11286 存在しないディ スク  メディア名を指定して vxdg free を実行する と、エ
ラー メ ッセージが正し く出力されず、ヘッダー部分のみが出力されます。

13418 管理者は vxdisksetup ユーティ リ ティ を使用して、 不正な領域やパー
ティシ ョ ンの構成を設定してしま う こ とがあ り ます。 特に、 専有領域と
共有領域を重複して設定する と、 実際のディ スク使用時にエラーやデー
タの破損が発生する場合があ り ます。 コマンド  ラ インからデフォルトの
パーテ ィ シ ョ ン設定を上書きする場合は、 専有パーテ ィ シ ョ ン と共有
パーティシ ョ ンが重複しないよ うにディ スクのパーティシ ョ ン設定を確
認する必要があ り ます。 この問題は今後のリ リースで対応する予定です。

13488 vxassist コマンドを以下のよ うに実行する と、 ミ ラーと共にログが追
加されません。

# vxassist mirror volume layout=log ...

ミ ラーは追加されますが、 ログは追加されず、 エラー メ ッセージも表示
されません。 ログと ミ ラーを追加するには、 以下のよ うにそれぞれ別の
vxassist を呼び出します。

# vxassist mirror volume ...

# vxassist addlog volume ...

この問題は今後のリ リースで対応する予定です。
VERITAS Volume Manager Release Notes 15



VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
45668 現在実装されている階層化ボ リ ュームのサイズ変更処理では、 再同期化
処理中に階層化ボ リ ューム （ス ト ラ イプ ミ ラー、 コンカチネイテッ ド  ミ
ラーなど） は、 できる限り拡大または縮小しないでください。

内部的には、 VxVM は階層化ボ リ ュームのサイズを拡大または縮小する
前に、 階層化ボ リ ュームのレイアウ ト を変換し、 設定データベースを更
新します。 このため、 再同期化など実行中の処理にエラーが発生します。

階層化ボ リ ュームの拡大または縮小が完了する前にシステムを再起動す
る と、 ボ リ ュームのレイアウ ト処理は完了しません。 この場合、 ユーザ
は relayout を使用して、 ボ リ ュームを元のレイアウ トに リ ス ト アする
必要があ り ます。

階層化ボ リ ュームのサイズが変更される と、 サブボ リ ュームに関連付け
られたボ リ ューム名、 プレッ クス名、 サブディ スク名が変更されます。

この リ リースでは階層化ボ リ ュームがサポート されていますが、 複数の
レイアウ ト  タイプを組み合わせてボ リ ュームを作成するこ とはお勧めで
きません。 たとえば、 vxassist mirror コマンドに
layout=mirror-stripe nmirror=1 を指定して、 ス ト ラ イプ ミ ラー
レイアウ ト の既存のボ リ ュームに ミ ラーを追加するよ うなこ とは避けて
ください （Sun Bug I.D. 4339626）。

なし ミ ラー ボ リ ュームの再レイアウ ト中は、 layout 属性が stripe または
nomirrorであっても、vxassist コマンドによってボ リ ュームはミ ラー
化された状態で保たれます。 た とえば、 以下のコマン ドのよ うにな り
ます。

# vxassist make vol 1024 layout=mirror-stripe ncol=3

# vxassist relayout vol layout=stripe ncol=2

ボ リ ューム vol は 2 つのカラムを持つボ リ ュームに変換されますが、
layout属性に stripe と nomirror が指定されていても、 ミ ラー化さ
れた状態のままです。

なし 複合プレッ クスで構成される  ボ リ ュームのサイズ変更は、 現在サポート
されていません。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号  説明説明説明説明
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
デバイスの問題デバイスの問題デバイスの問題デバイスの問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

なし ディ スク上のデータベース  コピーのために十分な割り当て領域を確保で
きないディ スク （ディ スク  ブロ ッ ク  1024未満のもの） はカプセル化でき
ません。 データベースには、 少なく と も同じディ ス ク  グループ内の他の
ディ スクに確保されている領域と同じサイズが必要とな り ます。 このサ
イズのデフォルト値は 1024 ブロ ッ クです。 これに対処するには、 ディ ス
クの最後のパーティシ ョ ンにあるデータを別のディ スク上のボ リ ューム
に再配置し、 このパーティシ ョ ンのサイズを 0にして領域を解放します。
このデータベースの領域は、 ルート  ディ スクの場合を除いて、 ディ スク
の最初または最後から割り当てる必要があ り ます。 ディ ス クの最初また
は最後に領域がない場合は、swapパーティシ ョ ンから領域を切り取るこ
とによ り、 ルート  ディ スクをカプセル化するこ とができます。 これこれ
を行 うには、swapパーティシ ョ ンから得られる領域に専有パーティシ ョ
ンのためのサブディ スクを作成します。

対処 : ディ スク上の領域が不足しているために専有の VxVM 情報を格納
できない問題には対処方法があ り ません。 VxVM には、 適切なディ スク
識別のために少なく と も小領域の専有ス ト レージ （ブロ ッ ク数 1024） が
必要です。

5316 VxVMは、個々のディ スクに格納される一意の長い識別子を使用してディ
スクを監視します。 VxVM では、 個々のディ スクが一意の識別子を持つ
とみなすために、2つのディ スクが同じ識別子を持つ場合に対して有効な
対策があ り ません。識別子の重複は、管理者が dd などのユーティ リ ティ
を使用してディ スク全体を物理的にコピーした場合にのみ発生します。

対処 :有効な対処方法は、管理者がディ スクの物理コピーを実行しないこ
と しかあ り ません。

8818 VxVMによるディ スク  アクセスを防ぐ方法はあ り ません。そのため、ディ
ス クに入出力処理が失敗する までに長時間かかる障害が発生する と、
VxVM の起動に重大な影響を与える こ とがあ り ます。 ただし、 VxVM に
よる起動時のシステム上のすべてのディ スクに対するアクセスは、1つの
パーティシ ョ ンから VTOC （必要な場合はさ らに数ブロ ッ ク） を読み取る
ために発生しています。 現在のメカニズムでは、 この問題に対応してい
ません。 ディ ス クを常にオフラ インにしておく こ とは可能ですが、 すべ
てのディ ス クが調査された後でないと、 オフ ラ イン状態は認識されま
せん。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
ホッ ト リロケーシ ョ ンの問題ホッ ト リロケーシ ョ ンの問題ホッ ト リロケーシ ョ ンの問題ホッ ト リロケーシ ョ ンの問題

DMPの問題の問題の問題の問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

14894 ホッ ト リ ロケーシ ョ ンでは、 実行前のデータのレイアウ トやパフォーマ
ンスが実行後も同じであるこ とは保証されません。 このため、 リ ロケー
シ ョ ン前に存在した 1つのサブディ スクが、リ ロケーシ ョ ン後に別のディ
スクで 2 つ以上のサブディ スクに分割されるこ とがあ り ます （サブディ
スクを収容するだけの連続した領域が 1つのディ スク上にない場合）。

14895 ディ ス ク障害が発生する と、 ホッ ト リ ロケーシ ョ ン機能によって、 障害
およびリ ロケーシ ョ ンの試行に関する電子メール メ ッセージがシステム
管理者に通知されます。 通常、 これらのメ ッセージには障害によって影
響を受けたデバイス  オフセッ ト情報とディ ス ク  アクセス名が含まれま
す。 ただし、 ディ ス クが完全に故障した場合やディ ス クの電源を切った
場合は、 ディ ス ク  アクセス名とデバイス オフセッ ト情報はメール メ ッ
セージには含まれません。 これは、 VxVM がこの情報にアクセスできな
くなったためです。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

29959 vxdmpadm enable/disable ctrlr は、 不正なコン ト ローラ名が指定
されても成功します。

なし DMP を実行中の場合は、 Format コマンドから出力される メ ッセージは
無視する こ と ができ ます。 『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Guide』 を参照してください。

57613 DMPが無効になる と、ルート  ディ スク  ミ ラーは起動用に使用できなくな
り ます。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
クラスタ機能の問題クラスタ機能の問題クラスタ機能の問題クラスタ機能の問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

なし 共有ディ スク  グループでは、 VERITAS Volume Manager リ リース 3.0.x の
新しい機能がサポート されていません。

40055 VxVM 3.x では、ミ ラー ボ リ ュームに必要なサイズが 1 ギガバイ ト以上の
場合、 ボ リ ューム レ イアウ ト  ポ リ シーのデフォル ト 値には階層化ボ
リ ュームが使用されます。 たとえば、 階層化ボ リ ュームを作成するには、
以下のコマンドを実行します。

# vxassist make volx 1g layout=striped nmirror=2

ただし、 共有ディ スク  グループでは、 階層化ボ リ ュームはサポート され
ていません。 たとえば、 ボ リ ュームが以前に共有ディ スク  グループの一
部であった場合、 このコマンドは失敗して、 以下のよ うなメ ッセージが
表示されるこ とがあ り ます。

vxvm:vxassist:ERROR:Association count is incorrect

共有ディ スク  グループ内のボ リ ュームのレイアウ トに階層化を明示的に
指定するには、 以下のコマンドを使用します。

# vxassist make volx 1g layout=stripe-mirror \ 
nmirror=2

ただし、 このコマンドは失敗して、 以下のよ うなメ ッセージが表示され
るこ とがあ り ます。

vxvm:vxassist:ERROR:Cannot assign minor number

このため、共有ディ スク  グループに対して、1 ギガバイ ト以上のボ リ ュー
ムを作成する場合は、以下に示すよ うに vxassist コマンドに layout=
mirror-stripeオプシ ョ ンを指定します。

# vxassist make volx 1g layout=mirror-stripe \ 
nmirror=2

注注注注 階層化ボ リ ュームを作成するためにvxassistが使用するデフォル
ト値は 1 ギガバイ トです。 ただし、 このパラ メータはユーザが設定
できます。詳細については、 vxassist（1M）マニュアル ページを
参照してください。

誤って階層化ボ リ ュームを作成してしまった場合は、 ディ スク  グループ
を共有と してインポートする前に、 「ボ リ ュームレイアウ トの変更」 タス
クを使用し、 ボ リ ューム レイアウ ト を非階層化レイアウ トに変換する必
要があ り ます。

なし VxVM のク ラスタ機能では現在のと ころ、 ク ラスタで共有するディ スク
グループ内の RAID-5 ボ リ ュームをサポート していません。 RAID-5 ボ
リ ュームを共有ディ スク上に作成して使用する と、 システム障害が発生
するこ とがあ り ます。

なし この リ リースの VxVM のクラスタ機能は、 Sun SPARC PCI マシンでは使
用できません。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
なし Sun Cluster 2.0および NETDiskがインス トールされている場合は、 1つの
クラスタにつき最大 4 つのノードがサポート されます。 これらがインス
トールされていない場合は、 1 つのクラスタにつき 2 つのノード しかサ
ポート されません。

別のノードに接続されているディ スクを含むディ スク  グループを作成す
るこ と もできますが、できる限り避けてください。1つのディ スク  グルー
プに属するすべてのディ スクを、 一組のノードに接続するよ うにして く
ださい。

ノードがク ラスタから切り離されたために、 ディ スク  グループ内の 1 つ
または複数のディ スクにアクセスできなくな り、CVMがディ スク  グルー
プをデポート した場合は、 デポート されたディ スクの う ちク ラスタ内の
ノードにまだ接続されているディ スクに再度アクセスするには、 デポー
ト されたディ スク  グループを強制インポートする必要があ り ます。 ただ
し、 この場合、 強制インポート を行 う と、 ミ ラーが同期しな く な り、 正
しいデータを持つミ ラーが判別できなくなるこ とがあ り ます。

1つのノードに接続され、別のノードによって所有される複数のディ スク
からなる専有 （非共有） ディ スク  グループを作成するこ と もできますが、
できる限り避けてください。

ク ラスタの再設定後に、NETDisk を介して入出力を行 う と vxconfigdが
ハングする こ とがあ り ます。 その場合、 ク ラスタからハングした ノード
を削除してください。

物理的な共有ディ スク上に専有 （非共有） ディ スク  グループを作成する
こ とができます。 これらのディ スクが防護用に指定されたコン ト ローラ
上にある場合 （Sun Clusterに予約されている場合など）、専有ディ スク  グ
ループがク ラスタ内にないと、 その所有者がグループにアクセスできな
いこ とがあ り ます。 このため、 共有ディ スク上にディ スク  グループを作
成するこ とは、 システム管理者がその結果を熟知していない限りお勧め
できません。

なし ク ラスタで共有するディ スク  グループ内のボ リ ューム上でファイル シス
テムを使用する と、システムに問題が発生するこ とがあ り ます。特に、共
有ディ スク  グループ内の任意のボ リ ューム上のファイル システムは、 ク
ラスタの再設定イベン ト中に問題が発生するこ とがあ り ます。 fsgen ボ
リ ュームは共有ディ スク  グループではサポート されていません。 gen ボ
リ ュームのみサポート されています。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
なし 正常なシステムの停止処理または異常の発生によって ノードがク ラスタ
から切り離される と、 残った ノードがク ラスタの再設定を行います。 ク
ラスタの再設定が完了する前に、 切り離された ノードが再度追加を試行
した場合は、 切り離された ノードがスレーブかマスタかによって結果が
異なり ます。

切り離されたノードがスレーブの場合は、再追加に失敗し、以下のエラー
メ ッセージが表示されます。

Resource temporarily unavailable

さ らに以下のいずれかのメ ッセージが表示されます。

{vxclust} return from cluster_establish i
s configuration

daemon error -1

master has disconnected

後で再試行してください。

切り離された ノードがマスタの場合は、 両方のノード上でディ スク関連
のエラー メ ッセージが生成され、 残っている ノードはアボー ト します。
追加を試行していた ノードは最終的に追加され、 マスタになる こ とがで
きます。

なし vxconfigdプログラムがマスタ と スレーブの両方のノードで停止し、そ
の後スレーブ上で先に再起動した場合は、 vxconfigdプログラムがマス
タ上で起動し、 スレーブが再接続されるまで （約 30 秒間）、 VxVM の出
力および GUI表示には信頼性があ り ません。 特に、 共有ディ スク  グルー
プは 「disabled」 とな り、情報が得られません。 このため、 vxconfigdプ
ログラムは先にマスタ上で起動する必要があ り ます。

なし ク ラスタのノードに異常が発生した場合、 入出力がアクテ ィブでない共
有ディ スク  グループ内の開かれているボ リ ューム デバイスは、 ボ リ ュー
ムが閉じ られるまで削除されません。 その後、 これらのボ リ ュームが開
かれている う ちに、 このノードがマスタ と してク ラスタに追加される場
合は、ボ リ ュームが存在するために問題が発生するこ とはあ り ません。た
だし、 ノードがスレーブと してク ラスタに再追加される場合は、 再追加
に失敗し、 以下のエラー メ ッセージが表示されます。

cannot assign minor #

以下のコンソール メ ッセージも同時に表示されます。
WARNING:minor number ### disk group group in use

なし VxVM のク ラスタ機能を SPARCStorage Array で使用するには、 ファーム
ウェア レベルが 3.4以上である必要があ り ます。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
データ整合性の問題データ整合性の問題データ整合性の問題データ整合性の問題

なし VxVM では、 動的マルチパス （DMP） を使用する と、 マルチポートに対
応したディ ス ク  アレイでホス ト とディ ス ク間の複数のパスを使用でき
ます。 DMPは、 1つまたは複数のパスが失われた場合でも、 パスのフェ
イルオーバーを行 う こ とによ り信頼性を高めます。 また、 複数の入出力
パスにまたがって入出力負荷を平準化するこ とによ りパフォーマンスを
向上させます。

現在、 VxVM は共有書き込みアクセス  ディ スク環境における DMP 機能
をサポート していません。 VxVM ク ラスタ内のディ スク  アレイが 1つの
ホス トからの複数のパスを持つよ う設定するこ とはできません。 このた
め、 ク ラスタ環境で VxVM を使用する場合は、DMP を無効にするこ とを
お勧めします。

DMP を無効にするには、 vxdiskadmのオプシ ョ ン [Prevent 
multipthing/Suppress devices from VxVM’s view] を使用しま
す。

なし Sun Cluster では、 ノード上でディ スク  エラーが発生する と、 そのディ ス
クが切り離されます。 他のノードがこのディ スクにアクセスできる場合
でも同様です。 このため、 そのノードからコン ト ローラへのパス内のエ
ラーによって、 そのコン ト ローラ上のディ スクへのすべてのアクセスが
失われます。

20448 ボ リ ュームへのプレッ ク スの接続中にノードがク ラスタから切り離され
た場合、 ボ リ ュームは SYNC 状態のままになり ます。 これを回避するに
は、 プレ ッ ク スの接続が完了したら、 以下のコマン ド を実行して、 ボ
リ ュームを手動で再同期化します。

# vxvol -f resync volume

[Sun #4087612]

なし 共有ディ スク  グループでは、 VERITAS Volume Manager リ リース 3.0.x の
新しい機能がサポート されていません。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

なし ラ イ ト  バッ ク  キャ ッシュを使用するよ うに設定されたディ ス ク  ド ラ イ
ブまたは揮発性のラ イ ト  バッ ク  キャ ッシュが設定されたディ スク  アレ
イには、 データ整合性の問題が発生します。 電源障害や SCSI バスの リ
セッ ト の後、 またはディ スクがデータをキャ ッシュして、 まだ非揮発性
のス ト レージに書き込まれていない場合に問題が発生します。 ディ ス ク
ド ライブやディ スク  アレイのメーカに問い合わせて、 システム ディ スク
ド ライブがライ ト  バッ ク  キャ ッシュを使用しているかど うかや、 ライ ト
バッ ク  キャ ッシュを無効に変更できるかど うかを確認して ください。
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VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
その他の問題その他の問題その他の問題その他の問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

55735 AP と共に VxVM 3.1.1 が動作している と き、 VxVM では、 同じ AP メ タ
ノードに対して複数のエン ト リ が表示されるこ とがあ り ます。 これによ
り、 vxdisk list 出力では、 同じデバイスに対して重複するエラー レ
コードが発生します。 vxdctl enable が呼び出されるたびに、 新しい
エラー レコードが vxdisk list出力に追加されます。 この問題が発生
するたびに再起動する必要があ り ます。

この問題は、Sunが提供する Solarisのパッチ 110342-02 によって解決され
ます。

なし Sun Online:Backup™ ファシ リティは、 ボ リ ュームの長いデバイス  パス名
を受け付けません。Backupのデバイス  パスには、 24文字までしか指定で
きません。

対処 :短いパス名からの、 長いパス名 /dev/vx/dsk/volname へのシン
ボ リ ッ ク  リ ンクを使用して ください。

9936 RAID-5 ボ リ ュームはミ ラーリ ングできません。

なし メモ リの少ないマシン （32 メガバイ ト以下） では、 多くのメモ リ を使用
するボ リ ューム （RAID-5 ボ リ ュームなど） に対して非常に大きな入出力
負荷が発生するため、 ある時点からシステムの物理メモ リ  ページが割り
当てられなくなる状況が発生します。 たとえば、 32 メガバイ ト  マシン上
で RAID-5 ボ リ ュームに対する大量の入出力負荷が 24 時間継続する場合
に、 このよ うな状況になるこ とがあ り ます。

13741 ディ スク  グループのインポート中にエラーが発生したディ スクが、 その
ディ スク  グループのデポート後に回復した場合、 このディ スク  グループ
は次回のシステムの起動時に自動的にインポート されます。 これは、 ク
ラ ッシュ時にインポート されたディ スク  グループ （一時的なものを除く ）
だけが自動的にインポート される とい う通常の規則に反します。

システムの再起動時にディ スク  グループが自動的にインポート されない
とい う こ とが重要である場合は、 高可用性の設定などでディ スク  グルー
プをデポートする際に、 ディ スク  グループのインポート を一時的なもの
にする必要があ り ます。 そのためには、 vxdg import に -t フラグを指
定します。

14450 多くのボ リ ュームを使用するシステム上で起動が非常に高速に行われる
と、ボ リ ュームを起動する vxrecover -sの実行時に vxconfigdによっ
てディ ス ク  グループのすべてを自動インポー ト できないこ とがあ り ま
す。 その結果、 再起動後にアプ リ ケーシ ョ ンを起動しても、 一部のボ
リ ュームが起動しないこ とがあ り ます。

対処 : アプリ ケーシ ョ ンを起動する前にボ リ ュームを確認するか、または
vxrecoverの最終呼び出し前にス リープ状態にします （sleep sec）。
VERITAS Volume Manager Release Notes 23



VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
14909 スナップシ ョ ッ ト の完了後にディ スクにエラーが発生した場合、 スナッ
プシ ョ ッ ト  プレッ クスはエラーを検出せず、 ボ リ ュームから切り離され
ません。 これは、 スナップシ ョ ッ ト  プレッ クスが書込み専用プレッ クス
であるためであ り、 入出力エラーは通知しますが、 切離しは行われませ
ん。

14915 ボ リ ューム内の少なく と も 1つのプレッ クスがACTIVE またはCLEAN状
態であ り、 STALE、 IOFAIL、 REMOVED、 または NODARECが設定され
ていない場合に限り、vxrecover コマンドによ りボ リ ュームが起動しま
す。 このよ うなプレッ クスが見つからない場合、 VxVM はボ リ ュームに
有効な最新データがないとみなすため、 ボ リ ュームは自動的には起動し
ません。 ディ スク  エラーまたは入出力エラーの結果と して、 プレッ クス
に STALE または IOFAIL が設定されるこ とがあ り ます。 このよ うな場合
に、 ボ リ ュームを強制起動するには、 以下のコマンドを実行します。

# vxvol -f start volname

ただし、 このコマンドの実行前に、問題の原因を特定して ください。バッ
クアップからのボ リ ュームの リ ス ト アやディ スクの交換が必要な場合も
あ り ます。

25644 VxVM がボ リ ューム デバイスのマイナー番号を処理する方法によって
は、VERITAS Volume Manager 2.x から 3.xへのアップグレード時に問題が
発生するこ とがあ り ます。不要なディ スク  グループが再マッピングされ、
vxconfigd コマンドがハングします。 この問題はディ スク  グループの
バージ ョ ンには影響あ り ません。

32576 現在、 PCI バス上で A5x00 アレイをカプセル化されたルート （ブート ）
ディ ス ク または代替ルート  ディ ス ク と して使用する こ とはできません。
PCI バスを持つ A5x00 アレイ上の外部ルート  ディ スクにカプセル化また
はミ ラー化を実行する と、 そのディ スクから起動できな くなる こ とがあ
り ます。

[Sun #4259045]

55735 AP と共に VxVM 3.1.1 が動作している と き、 VxVM では、 同じ AP メ タ
ノードに対して複数のエン ト リ が表示されるこ とがあ り ます。 これによ
り、 vxdisk list 出力では、 同じデバイスに対して重複するエラー レ
コードが発生します。 vxdctl enable が呼び出されるたびに、 新しい
エラー レコードが vxdisk list出力に追加されます。 この問題が発生
するたびに再起動が必要になり ます。

この問題は、Sunが提供する Solarisのパッチ 110342-02 によって解決され
ます。

なし Sun Online:Backup™ ファシ リティは、 ボ リ ュームの長いデバイス  パス名
を受け付けません。Backupのデバイス  パスには、 24文字までしか指定で
きません。

対処 :短いパス名からの、 長いパス名 /dev/vx/dsk/volname へのシン
ボ リ ッ ク  リ ンクを使用して ください。

なし Solaris x86 はサポート されていません。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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Solarisの問題の問題の問題の問題

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

6211 SVR4から派生しているオペレーティング システムでは、ド ラ イバ ク ロー
ズ 呼出しを優先する必要があ り ます。優先されない場合は、最後のクロー
ズ処理と最初のオープン処理が同時に受信されたり、 VxVM が受け取る
操作の順序が逆になった りするため、 ボ リ ューム デバイスがクローズし
たままになる可能性があ り ます （これは、 VxVM が最後のクローズ処理
の後、 追加のオープン処理を検出した場合に発生します）。

なし ディ スク  ラベルはディ スクのブロ ッ ク 0 に保存されるため、 ブロ ッ ク 0
を使用するこ とはできません （つま り、アプリ ケーシ ョ ンはブロ ッ ク 0に
情報を書き込めません）。 VxVMには、 ブロ ッ ク 0が上書き されるのを防
ぐ機能が組み込まれています。

6914 ブート  ディ スクを置換する場合は、 ディ スクのジオメ ト リが同一である
必要があ り ます。 vxdiskadm ユーティ リ ティの [交換用ディ スクの削
除 ] または [障害が発生したディ スクまたは削除したディ スクの交換 ] メ
ニューを使用してブート  ディ スクを置き換える と、 交換デバイスのディ
スク  ジオメ ト リは、エラーが発生したブート  ディ スク と等し くな り ます。
ブート  ディ スク以外のディ スクには、 この制限は適用されません。 ブー
ト  ディ スクについては、 すべてのボ リ ュームをブート  ディ スクから代替
ディ スクに移動し、 古いディ スクを削除してください。

なし UNIX の dd コマンドでは、 ファ イル内の特定オフセッ ト を探すために
lseek()だけが使用されます。llseek()は使用されません。このため、
dd コマンドは、 2 ギガバイ ト を超えるボ リ ュームでは失敗します。

なし Solaris では、 ディ スクのスライス 2 は、 デフォルトではディ スク全体を
表します。 VxVM は、 接続されているディ スクの検索時に、 ディ ス クの
スライス 2 をチェッ クします。 ディ スクのスライス 2は、 常に 0x05 のタ
グでフル ディ スク  スライス と して定義する必要があ り ます。

なし PROMがバージ ョ ン 2以降でない場合、そのシステムでは起動可能なルー
ト  ボ リ ュームを設定できません。 VxVM パッケージの追加後、 マシンの
起動時にコンソールに以下のメ ッセージが表示されます。

VxVM:Root volumes are not supported on your PROM 
version.

このマシン上では、 ルート  ディ スクのカプセル化はすべて失敗します。
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8948 Solaris SCSI ディ スク  ド ラ イバは、 無効なディ スクをオフラインにして、
コンソールに通知します。 ディ ス クがシステムに再接続されても、 ディ
ス クは自動的にはオープンされません。 他のユーティ リ テ ィがディ ス ク
をオープンし、 ディ ス クがオンラ インにならないと、 ディ ス クがオープ
ンしている必要のあるすべてのプロセスで、 ディ ス クに対する読み書き
が実行できません。このよ うな事態を回避するには、ディ スクのパーティ
シ ョ ンをオープンするコマン ドを発行します。 たとえば、 以下のよ うに
入力します。

# : < /dev/rdsk/c1t5d0s2

なし 使用中のディ スク上で複数のスワ ップ パーティシ ョ ンをカプセル化する
と、 VxVM によってディ スクには swapvol、 swapvol1、 swapvol2 な
どの名前が付けられます。 システムを再起動する と、 以下のエラー メ ッ
セージが表示されます。

/dev/vx/dsk/swapvol2 :Overlapping swap files are not
allowed

この問題は、 デバイス名が特定の文字数よ り長い場合に、 swapadd スク
リプ トが使用する swap -l出力が正し くないために発生します。ただし、
スワ ップ デバイスは正し く追加され、 システムに悪影響を与える こ とは
あ り ません。 このメ ッセージが表示されないよ うにするには、 スワ ップ
ボ リ ューム （swapvol を除く ） の名前を、 現在の swapvol[0-9] から
swap1、 swap2 などに変更します。

13312 VxVMのカーネル ド ラ イバのバージ ョ ンは、 Solarisオペレーティング シ
ステムの一部のバージ ョ ン と互換性があ り ません。 複数のカーネル モ
ジュールは、 インス トール ソフ ト ウェアおよびアップグレード  ソフ ト
ウェアによってインス トールされ、 適切に管理されます。 ただし、 不適
合が起こるこ と もあ り ます （管理者がカーネル ド ライバ ファ イルを移動
した場合など）。 不適合がある と、 コンソールには VxVM のカーネルに
よって以下のよ うなメ ッセージが表示されます。

WARNING:vxio:incompatible kernel version（5.X）, 
expecting 5.X

このメ ッセージが表示された場合は、 リ カバリ処理のためにシステムを
起動し （『VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide』 を参照）、 正し
いカーネル モジュールをインス トールする必要があ り ます。 正しいカー
ネル モジュール バージ ョ ンをインス トールするには、cd を使用してマウ
ン ト されたルート  ファ イル システムの kernel/drv ディ レク ト リに移
動します。 VxVM カーネル モジュールを一覧表示するには、 以下のコマ
ンドを実行します。

# ls -l vxio* vxspec* vxdmp*

これらの リ リース  バージ ョ ン固有のカーネル モジュールは、
module.OS_release と して保存されます。OSおよび releaseは、それぞれ
uname -sおよびuname -r コマンドをシステム上で実行した結果です。

（次ページに続く）

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
26 VERITAS Volume Manager Release Notes



VxVM 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題
13312 （前ページから
の続き）

たとえば、Solaris 2.6 を実行しているシステムで設定に誤りがある場合は、
以下のよ うに一覧表示されます。

-rw-r--r--   1 root other 339224 Mar 27 07:17 
vxdmp

-rw-r--r--   1 root sys 324568 Mar 24 15:46 
vxdmp.SunOS_5.6

-rw-r--r--   1 root sys 327420 Mar 24 16:23 
vxdmp.SunOS_5.7

-rw-r--r--   1 root sys 339224 Mar 24 16:26 
vxdmp.SunOS_5.8

-rw-r--r--   1 root sys 1036 Mar 24 15:46 
vxdmp.conf

-rw-r--r--   1 root other 1682424 Mar 27 07:17 
vxio

-rw-r--r--   1 root sys 1647664 Mar 24 15:45 
vxio.SunOS_5.6

-rw-r--r--   1 root sys 1661340 Mar 24 16:23 
vxio.SunOS_5.7

-rw-r--r--   1 root sys 1682424 Mar 24 16:26 
vxio.SunOS_5.8

-rw-r--r--   1 root sys 1001 Mar 24 15:45 
vxio.conf

-rw-r--r--   1 root other 14928 Mar 24 07:17 
vxspec

-rw-r--r--   1 root sys 14252 Mar 24 15:45 
vxspec.SunOS_5.6

-rw-r--r--   1 root sys 14540 Mar 24 16:23 
vxspec.SunOS_5.7

-rw-r--r--   1 root sys 14928 Mar 24 16:26 
vxspec.SunOS_5.8

-rw-r--r--   1 root sys 1325 Mar 24 15:45 
vxspec.conf

注注注注 使用中のカーネル モジュール （サフ ィ ッ クスがないもの） のサイズ
は、 driver.SunOS_5.8 と一致します。問題を修正するには、以下の
よ うに SunOS_5.6のものを 「使用中」 のモジュール名にコピーし
ます。

# cp vxio.SunOS_5.6 vxio

# cp vxspec.SunOS_5.6 vxspec

ルート  ファ イル システムがアンマウン ト され、 システムの再起動が可能
になり ます。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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Sunパッチは、Sun Microsystems社のWebサイ ト http://sunsolve.sun.comで入手で
きます。

VRTSvxvm 用の VERITAS Volume Manager 3.x pkgadd スク リプ トは、 必要な Sun パッチ
がシステムに存在しない場合に通知メ ッセージを生成するよ う修正されています。

13388 カプセル化処理中は、 パーティシ ョ ン タグ （prtvtoc） が swap または
3 でない限り、 VxVM はパーティシ ョ ンをスワ ップ パーティシ ョ ンと し
て認識し ません。 スワ ップ パーテ ィ シ ョ ン と して使用されるパーテ ィ
シ ョ ンにこのよ う なタグが設定されていない場合、 パーテ ィ シ ョ ンは
ファイル システムと してカプセル化されます。 vfstab では、 パーティ
シ ョ ンがカプセル化されたとい う メ ッセージが生成されますが、 vfstab
エン ト リは変換されず、 起動プロセス中にパーティシ ョ ンがスワ ップ領
域と して追加されるこ とはあ り ません。

スワ ップと して使用されるすべてのパーティシ ョ ンを正し く カプセル化
するには、 swap タグを設定する必要があ り ます。

24619 Solarisベースの VERITAS Volume Manager 3.1 パッケージをインス トール
してテス トするには、 以下の表に示すパッチの対応表に従って、 最初に
Sunパッチをインス トールする必要があ り ます。

Sun オペレーティ ングオペレーティ ングオペレーティ ングオペレーティ ング システムシステムシステムシステム Sun アレイアレイアレイアレイ Sunパッチパッチパッチパッチ

Solaris 7 該当なし 106541

Solaris 2.6 SSA
A5X00

105223
105357

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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VMSA リ リースリ リースリ リースリ リース 3.1.1 におけるソフ トウェアの制限と問題におけるソフ トウェアの制限と問題におけるソフ トウェアの制限と問題におけるソフ トウェアの制限と問題

この リ リースの VMSA には、 以下の問題があ り ます。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明

17772 VMSAは、デポート されたディ スク  グループの破棄をサポート しません。
対処 :ディ スク  グループをインポート してから削除します。

18338 VMSA では、 ユーザはボ リ ューム使用時のタイプを指定できません。

22456 最大サイズ処理は、 常にセクタ単位でサイズを返します。

22482 ncsd （1M） がネーム サービスのルッ クアップに応答するのを待ってい
る間、 VMSA サーバが Solaris 上でハングするこ とがあ り ます。 これは、
システムに DNSの設定があ り、DNSサーバが設定されていない場合に起
こ り ます。

対処 : /etc/nsswitch.conf ファ イルの hosts:files dns行から
dnsエン ト リ を削除します。

22730 英語版以外ではオンライン ヘルプはサポート されていません。 ユーザの
$LANG環境変数の値が英語以外に設定されている場合は、 オンライン ヘ
ルプ ファ イルの印刷およびハイパーリ ンクに問題が生じる可能性があ り
ます。

対処 :以下のコマンドを使用してシンボ リ ッ ク  リ ンクを作成します。
# cd /opt/VRTSvmsa/vxvm/java ln -s help help_locale 

localeは、 必要なロケールの省略形です。

22752 Windows では、 システムにデフォルト  プリ ンタが設定されていないと、
オンラ イン ヘルプの印刷が行われず、 エラー メ ッセージも表示されま
せん。

24701 ディ スクまたは領域を割り当てるためのダイアログ ボッ クスが表示され
ている場合、 以下のよ うなメ ッセージが表示されます。

Warning:

Name:scrollbar

Class:XmScrollBar

The scrollbar page increment is less than 1.

このメ ッセージは無視してかまいません。

25089 VERITAS Volume Manager Storage Administrator 1.x パッケージを削除して
から 3.x パッケージをインス トールする と、 新しい VMSA サーバが正し
く起動しないこ とがあ り ます。

対処 :1.x パッケージを削除する前に、 server.sh -k ユーティ リ ティ を
実行して 1.xサーバを停止します。
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25361 ウ ィ ン ド ウ  マネージャの対話型の位置設定が有効になっている場合は、
VMSAのウ ィンド ウが適正なサイズで表示されない場合があ り ます。ウ ィ
ンド ウ  サイズが小さすぎたり、 大きすぎる場合があ り ます。
対処 :対話型の位置設定を無効にします。たとえば、以下のよ うに入力し
ます。

Mwm*interactivePlacement:False

27348 VMSA を fvwm ウ ィンド ウ  マネージャ と同時に実行する と、 画面の最上
部を超えた部分にウ ィンド ウ上部が表示された状態とな り ます。

27349 [ ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ] ウ ィンド ウが更新される と、
ウ ィ ンド ウに正しい内容が表示されなくなるこ とがあ り ます。

対処 :[ボ リ ュームからディ スクへのマッピング ]ウ ィンド ウをいったん閉
じてから再度開きます。

29621 ディ スクが追加される と、VxVMディ スク名が割り当てられる順序が、選
択または指定したデバイスの順序と一致しない場合があ り ます。 ディ ス
クは、 グ リ ッ ドに表示された順序で処理されます。

31029 VRTSvmsa のクライアン トだけをインス トールする と、 VRTSvxvm が前
提条件であるこ とが表示されます。 VRTSvmsa パッケージのサーバ部分
をインス トールしたマシンには VRTSvxvm パッケージをインス トールす
る必要があ り ますが、 VRTSvxvmは VMSA ク ラ イアン トの前提条件とは
なり ません。

32052 VMSA は、 ファ イアウォールを介したク ラ イアン ト とサーバ間の通信を
サポート していません。

32599 複数のホス ト名が 1つの IP アドレスに関連付けられている場合、 ホス ト
マシン （サーバ） への接続時に VMSA に問題が生じる場合があ り ます。
VMSAは以下のメ ッセージ表示します。

Summary:There is no such server（host1）
Detail:java.net.UnknownHostException:Unknown 
host:[host2:32839]; nested exception 
is:java.net.UnknownHostException:host2

この例では、 管理者は host1 を VMSA接続に指定していますが、 サーバ
ホス ト  マシンは host2 である と認識されています。
この問題は、 DNS の設定方法に問題がある場合に発生します。 IP アドレ
スによる DNS 逆引き参照は、 起動時に VMSA に与えられたホス ト名
（host1） と異なるホス ト名を返す可能性があ り ます。 この場合は、 ホス
ト名が一致するよ うに DNS を変更します。 また、 host1 が /etc/hosts
ファ イル内で IP アドレスに関連付けられたホス ト一覧の最初のホス トで
ないため、 ホス ト名が異なる場合もあ り ます。

対処 :/etc/hosts ファ イルで、 host1 のアドレスに対応しているホス ト
名の一覧の最初のホス トが host1 であるこ とを確認します。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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33367 Wnn または CS00 が日本語環境の入力サーバと して有効になっている と、
Solaris 7 および 8 の場合、 VMSA はハングします。 Wnn はデフォルトで
す。 Sun Microsystems社は、日本語入力システムと して CS00、 ATOK、 日
本語入力サーバと して HTT を提供しています。 Wnnおよび CS00 は、 入
力サーバと して HTT を使用します。
対処 :
1. Wnn日本語入力方式サーバを使用する場合は、日本語版の Solaris 7 ま
たは Solaris 8上で VMSA を実行するために以下のWnnパッチが必要
です。

107636-04 （Solaris 7用）
108773-03 （Solaris 8用）
パッチは http://sunsolve.sun.comからダウンロードできます。

2. ATOK入力方式サーバを使用する場合、 パッチは必要あ り ません。
Solaris 7 ATOK入力方式サーバを使用してください。 ATOK を実行す
るには、 デスク ト ップの入力方式メニューから ATOK を選択します。
Wnn入力方式を強制終了してログアウ ト し、 再度ログインします。
これで、 セッシ ョ ンのデフォルトの入力方式サーバに ATOKが設定
されます。

3. VMSA を実行する前に、 LANG=C をエクスポート します。
注注注注 VMSA ス ト リ ングは英語で表示されています。

34293 日本語環境の場合、時刻はすべてグ リニッジ時間（GMT）で表示されます。

39544 Windows 98 の場合、 選択したメニューによって他のメニューが上書き さ
れるこ とがあ り ます。

46077 ク ライアン ト を強制終了する と、 サーバ側に以下の例外が発生します。

java.rmi.UnmarshalException:error unmarshalling 
return header.

この例外は無視してかまいません。

なし NCD 端末上のコア ダンプを避けるため、 jre/lib/font.properties
ファ イルの名前は font.properties- に変更されています。 一部のマ
シンでは、 オンライン ヘルプなどのテキス ト部分でデフォルト  フォン ト
の表示に問題があ り ます。 NCD端末を使用していない場合は、
font.properties- を font.propertiesに変更する と、正し く表示
されます。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
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なし VMSA の起動時に、 以下の X Window System エラーが発生するこ とがあ
り ます。

Xlib:connection to "hostname:0.0" refused by server

Xlib:Client is not authorized to connect to Server

java.lang.InternalError:Can’t connect to X11 window 
server using hostname:0.0’as the value of the 
DISPLAY variable.

at sun.awt.motif.MToolkit.<init>（MToolkit.java:48）

at java.awt.Toolkit.getDefaultToolkit
（Toolkit.java:244）

対処 : 「xhost + [hostname]」 と入力して、 Xサーバの アクセスを可能
にします。

なし マウン ト されていないファ イル システムを含むボ リ ュームのサイズを変
更する と、 ファ イル システムのサイズが変更されない場合があ り ます。

なし [ オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウの内容が正し く表示されない場合があ り
ます。

対処 :[オブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウのサイズを変更するか、または [オ
ブジェク ト表示 ] ウ ィンド ウをいったん閉じてから再度開きます。

なし VMSA は、 Web ブラウザから起動できません。 以前のリ リースの VMSA
では、 Web ブラウザから起動するこ とができました。 ただし、 Web ブラ
ウザの性質を考慮し、 セキュ リ テ ィ上の理由、 パフォーマンスの問題な
どから VMSA を Web ブラウザから起動するこ とはお勧めしていません
でした。

VERITAS障害番号障害番号障害番号障害番号 説明説明説明説明
32 VERITAS Volume Manager Release Notes



ルート  ディスクのカプセル化と ミ ラー化
ルートルートルートルート  ディスクのカプセル化と ミ ラー化ディスクのカプセル化と ミ ラー化ディスクのカプセル化と ミ ラー化ディスクのカプセル化と ミ ラー化

ルート  ディ スク （ルート  ファ イル システムを含むディ スク） を ミ ラー化して起動用の代
替ルート  ディ スクを作成する場合は、ルート  ディ スクをカプセル化して VxVMの管理下
に配置する必要があ り ます。ルート  ディ スクのカプセル化は、 vxinstallプロセスの実
行時に （VxVM のインス トール時）、 vxdiskadm メニューから （VxVM のインス トール
後）、 または VMSA から実行するこ とができます。 一度カプセル化する と、 ルート  ディ
スクは vxdiskadm を使用して ミ ラー化できます。

警告警告警告警告 ルート  ディ スクをカプセル化し、 スワ ップ ボ リ ュームにダンプ デバイスを設
定する と、 savecore -Lの操作によ り スワ ップが上書き されるため、 危険で
す。 対処方法と して、 デフォルト  スワ ップのかわりに、 他のパーティシ ョ ン
を専用ダンプ デバイスに設定するこ とができます。

カプセル化されたブート  ディ スクに関連付けられたボ リ ューム （rootvol、 usr、 var、
opt、 swapvol など） は、 ディ スク上の基礎となる物理パーティシ ョ ンにマップされて
いて、 連続している必要があるため、 拡大または縮小するこ とはできません。 『VERITAS
Volume Manager Administrator’s Guide』 のルート機能に関する節を参照して ください。

DMP デバイスからの起動デバイスからの起動デバイスからの起動デバイスからの起動

ルート  ディ スクが VxVM の管理下に置かれている場合、 ディ スクが 1つである場合は 1
つのパス、 ディ スク  アレイに含まれている場合は複数のパスを持つ DMP デバイス と し
て、 自動的に認識されます。 ディ スクへの 1 つ以上の既存の物理パスが失われた場合で
も、 ルート  ディ スクをカプセル化するこ とによ り、 システムの信頼性を高めます。 詳細
については、 『VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide』 を参照して ください。

VxVM とマルチホストとマルチホストとマルチホストとマルチホスト  フェイルオーバー設定フェイルオーバー設定フェイルオーバー設定フェイルオーバー設定

ク ラスタ機能のコンテキス ト以外では、 VxVM ディ スク  グループは一度に 1 つのホス ト
からだけ 「インポー ト 」 する （利用可能にする） こ とができます。 ホス トがディ スク  グ
ループを専有と してインポートする と、 ボ リ ュームおよびそのディ ス ク  グループの設定
はホス トにアクセス可能にな り ます。 管理者またはシステム  ソフ ト ウェアが他のホス ト
から同じディ スク  グループを専有して使用する場合は、 すでにこのディ スク  グループを
インポート しているホス ト （インポート  ホス ト ） はディ スク  グループを 「デポート 」 （ア
クセスを放棄） する必要があ り ます。 一度デポート される と、 ディ スク  グループは他の
ホス トへインポート可能になり ます。

Oracle Parallel Server と同時に、適切な同期化処理が行われていなくても 2つのホス トが同
時に 1つのディ スク  グループにアクセスできる場合は、 ディ スク  グループの設定および
ボ リ ュームの内容が破損するこ とがあ り ます。rawディ スク  パーティシ ョ ン上のファ イル
システムやデータベースに同時に 2つのホス トがアクセスした場合も、同様のデータ破損
が起こるこ とがあるため、 これは VxVMに限った問題ではあ り ません。
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ロックのインポートロックのインポートロックのインポートロックのインポート

非ク ラスタ環境のホス トがディ スク  グループをインポートする と、 ディ スク  グループ内
のすべてのディ スクにインポート  ロ ッ クが書き込まれます。 ホス トがディ スク  グループ
をデポートする と、 インポート  ロ ッ クが解除されます。 インポート  ホス トがディ スク  グ
ループをデポート しない限り、インポート  ロ ッ クによって、他のホス トはディ スク  グルー
プをインポートするこ とはできません。

特に、 ホス トがディ スク  グループをインポートする と きに、 ディ スク  グループ内のいず
れかのディ スクが他のホス トにロ ッ ク されている と、 インポートは通常失敗します。 この
ため、再起動後にディ スク  グループを自動的に再インポートするこ と （自動インポート ）
が可能とな り、最初のホス トが停止されている場合でも他のホス トによるインポート を防
ぐ こ とができます。 インポート  ホス トがディ スク  グループをデポートする こ とな く停止
された場合は、後述するよ うに、ホス ト ID のロッ クを解除しない限り、他のホス トによっ
てそのディ スク  グループがインポート されるこ とはあ り ません。

インポート  ロ ッ クには、 インポート  ホス ト を識別し、 ロ ッ クを設定するためのホス ト ID
（VxVMではホス ト名） 参照が含まれます。 したがって、 2つのホス トが同じホス ト ID を
持つと き、 問題が発生します。

注注注注 VxVM はホス ト ID と してホス ト名を使用する （デフォルト ） ため、 別のマシンが
そのホス ト名を共有する場合、一方のマシンのホス ト名を変更するこ とをお勧めし
ます。 ホス ト名を変更するには、 vxdctl hostid new_hostname コマンドを使
用します。

フ ェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー

インポート  ロ ッ ク方式は、 ディ スク  グループがシステム間をシフ ト しない環境で有効と
な り ます。 ただし、 2 つのホス ト （ノード A と ノード B） が 1 つのディ スク  グループの
ド ライブにアクセスできるよ うな設定を考慮して ください。 ディ ス ク  グループは最初に
ノード Aによってインポート されますが、ノード Aに障害が発生した場合、管理者はノー
ド B からディ スク  グループにアクセスします。 この方法 （フェイルオーバー） によ り、 1
つのノード障害によってデータのアクセスが妨げられないよ うに、手動によるデータの高
可用性が実現されます。 フェイルオーバーを 「高可用性」 モニタ と組み合わせる と、デー
タの自動高可用性を実現できます。 ノード B がノード A のク ラ ッシュまたは停止を検知
する と、 ノード B はディ スク  グループをインポート （フェイルオーバー） してボ リ ュー
ムへのアクセスを提供します。

VxVM はフェイルオーバーをサポート していますが、 ディ スク  グループが他のシステム
にインポート される前に最初のシステムが停止または使用不可能となったこ と を確認す
るために、管理者の操作または外部の高可用性モニタを必要と します。 ロ ッ クを解除して
強制的な イ ンポー ト を行 う 方法については、 vxdg(1M) マニュ アル ページおよび
『VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide』 のシステム間でのディ ス ク  グループの
移動に関する節を参照して ください。
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ディスクディスクディスクディスク  グループ設定の破損グループ設定の破損グループ設定の破損グループ設定の破損

他のホス トが使用中のディ スク  グループをインポートするために -C （ロ ッ クの解除） ま
たは -f （強制インポート ）、 あるいはその両方を指定して vxdg import を実行する と、
ディ スク  グループの設定が破損するこ とがあ り ます。 また、 他のホス トがク ラ ッシュま
たは停止する前に、 インポー ト されたボ リ ューム上でファ イル システムまたはデータ
ベースを起動する と、 ボ リ ュームの内容が破損するこ とがあ り ます。

このよ うな破損が起こる と、 設定を最初から再構築し、 ディ スク  グループ内のすべての
ボ リ ュームをバッ クアップから再ロードする必要があ り ます。設定をバッ クアップおよび
再構築する際、 設定に変更がない場合は、 vxprint -mspvd を実行して出力を保存しま
す。 この出力は、 レイアウ ト を リ ス ト アするための vxmake の元とな り ます。 通常、 各
ディ スク  グループに対して設定のコピーが多数存在しますが、 ほとんどの場合、 破損に
よる影響はすべての設定コピーに及ぶため、 冗長性は役に立ちません。

通常、 ディ ス ク  グループ設定の破損は、 設定データベース内のレコードの喪失または重
複とい う形で現れます。 このため、 vxconfigdのエラー メ ッセージには多くの種類があ
り ます。 たとえば、 以下のよ うなメ ッセージがあ り ます。

Association not resolved 
Association count is incorrect 
Duplicate record in configuration 
Configuration records are inconsistent

通常、 これらのエラーは特定のディ スク  グループの設定コピーに関連付けられて報告さ
れますが、すべてのコピーに適用されます。このエラーには以下のメ ッセージが続きます。

Disk group has no valid configuration copies

VxVM のエ ラー メ ッ セージの詳細については、 『VERITAS Volume Manager Reference
Guide』 を参照して ください。

VERITAS VCS製品を使用する と、ディ スク  グループのフェイルオーバーに関する問題を
すべて適切に解決するこ とができます。 VCSには高可用性モニタおよび VxVM、 VxFS®、
およびその他代表的なデータベースに対応したフェイルオーバー スク リプ トが含まれて
います。

-t オプシ ョ ンを vxdg に指定する と、 再起動時の自動再インポート を防ぐこ とができま
す。 また、 このオプシ ョ ンは、 VxVMによる自動インポートに依存しないで、 それ自体で
インポート を制御するホス ト  モニタ （VCS など） と共に使用する場合に必要とな り ます。
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付属マニュアル付属マニュアル付属マニュアル付属マニュアル

この リ リースの VxVMには、 以下のマニュアルが付属しています。

◆ 『VERITAS Volume Manager Release Notes』 （本書）

◆ 『VERITAS Volume Manager Hardware Note』

◆ 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Reference Guide』

◆ 『VERITAS Volume Manager Read This First』

◆ 『VERITAS Volume Manager マニュアルの追加情報』

◆ オンライン  マニュアル ページ

VMSA にはオンライン  ヘルプ ファ イルが用意されています。 オンライン ヘルプ ファ イ
ルにアクセスするには、 [ ヘルプ ] メニューから該当する項目を選択するか、 またはダイ
アログ ボッ クスの [ヘルプ ] をク リ ッ ク します。

オンラインオンラインオンラインオンライン マニュアルの表示マニュアルの表示マニュアルの表示マニュアルの表示

この製品には、 Adobe Portable Document Format （PDF） 形式のオンライン マニュアルが含
まれています。

PDF文書を参照するには、Adobe Acrobat Readerが必要です。Acrobat Readerはスタンドア
ロンのアプ リ ケーシ ョ ンと しても、Webブラウザのプラグインと しても使用できます。た
だし、 VERITAS Software では、 Acrobat Readerのインス トールや使用に関して一切の責任
を負いません。 Acrobat Reader の最新バージ ョ ンに関する情報、 インス トール時の問題に
関する問い合わせは、 Adobe Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） を参照して く
ださい。
36 VERITAS Volume Manager Release Notes



付属マニュアル
オンラインオンラインオンラインオンライン マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル パッケージパッケージパッケージパッケージ

マニュアルは、 CD-ROM の pkgs/VRTSvmdoc/reloc/opt/VRTSvxvm/docs/<言語 >
ディレク ト リの下にあ り ます。 VRTSvmdocパッケージをインス トールする と、 各マニュ
アルは次の位置から参照するこ とができます。

◆ 『VERITAS Volume Manager Installation Guide』

/opt/VRTSvxvm/docs/ja/installguide.pdf

◆ 『VERITAS Volume Manager Administrator’s Guide』

/opt/VRTSvxvm/docs/ja/admin.pdf 

◆ 『VERITAS Volume Manager Hardware Notes』

/opt/VRTSvxvm/docs/ja/hwnotes.pdf 

◆ 『VERITAS Volume Manager Storage Administrator Administrator’s Guide』

/opt/VRTSvxvm/docs/ja/vmsaguide.pdf

◆ 『VERITAS Volume Manager Reference Guide』

/opt/VRTSvxvm/docs/ja/ref.pdf 

◆ 『VERITAS Volume Manager マニュアルの追加情報』

/opt/VRTSvxvm/docs/ja/addendum.pdf 

VxVM に関する未フォーマッ トのマニュアル ページは、 CD-ROM の VRTSvmmanディ レ
ク ト リに格納されています。 VRTSvmmanパッケージをインス トールする と、 マニュアル
ページは /opt/VRTS/man/ja ディレク ト リに置かれます。VMSA マニュアル ページは
/opt/VRTS/man/ja ディレク ト リにあ り ます。 これらのディレク ト リ を MANPATH環境
変数に追加する と、 man(1) コマンドによってマニュアル ページを参照できるよ うになり
ます。
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